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長野県森林整備加速化・林業再生協議会 

路網部会会則 
平成 25 年（2013 年）5 月 15 日 

（目 的） 
第１条 長野県森林整備加速化・林業再生協議会路網部会（以下「路網部会」という。）は、「長

野県森林づくり指針」の目標である 75 万ｍ3の素材生産量の着実な達成を図るための林内

路網について、より効率的・効果的に配置を行うために、地形情報を GIS ソフトにより立

体化して表現させる立体地形図（以下「微地形図」という。）を作成し、効果的な路網配置

の基礎図として活用することを目的とする。 
 
（事務局） 
第２条 部会の事務局は、一般社団法人長野県林業コンサルタント協会内に置く。 
 
（業務内容） 
第３条 部会は第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
（１）平成 24 年度に購入した PC・特殊フィルタリングソフトウエア等を引き続き稼働させ、微

地形図で表現される地形等の検証を行う。 
（２）H24-25 年度の成果として「微地形図を用いた林内路網の路網配置検討手順（普及版）」の

作成を行い、林業関係者（団体）に配付する。 
（３）微地形図で表現される地形の検証、今後の利活用及び普及版等について意見・検討をいた

だく有識者（森林利用学者、技術者等）会議を開催する。 
（４）その他詳細事項については長野県森林整備加速化・林業再生協議会の指示に従い業務の調

整を図る。 
 
（構成員） 
第４条 部会は次のものをもって構成する。 

一般社団法人長野県林業普及協会 
公益社団法人長野県林業公社 
一般社団法人長野県林業センター 
一般社団法人長野県林業コンサルタント協会 

 
（部会長） 
第５条 協議会に部会長を置くものとする。 
 
 
 
                                             
注：路網部会設置当時の CS 図の呼称は、「微地形図」と称していた。 
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長野県森林整備加速化・林業再生協議会 

路網部会有識者会議設置要綱 

平成 25 年（2013 年）5 月 17 日 
（設 置） 
第１条 「長野県森林づくり指針」の目標である 75 万ｍ3の素材生産量の着実な達成を図るため

には、より効果的な林内路網配置が必要である。 
地形情報を GIS ソフトにより立体化して表現させる立体地形図（以下「微地形図」という。）

を効果的な路網配置の基礎図として利活用するに当たっての検討を行うため、路網部会有識者

会議（以下「有識者会議」という。）を設置する。 
 
（検討事項） 
第２条 有識者会議は、下記の事項について検討する。 
(1) 微地形図を用いた微地形判読について 
(2) 路網配置計画における活用について 
(3) 微地形図活用に当たっての留意点について 
(4) 微地形図を用いた林内路網の路網配置検討手順（普及版）について 

 
（組 織） 
第３条 有識者会議の構成員は、別表 1 のとおりとする。 
２ 有識者会議には、座長を置く。 
３ 座長は、長野県森林整備加速化・林業再生協議会路網部会長が就任する。 
４ 座長は、会務を総括し、有識者会議を代表する。 
５ 座長に事故あるときは、長野県森林整備加速化・林業再生協議会事務局が職務を代理する。 
 
（会 議） 
第４条 有識者会議は、座長が招集し、議事を進行する。 
 
（オブザーバー） 
第５条 有識者会議には、長野県林務部職員（別表 2）がオブザーバーとして参加し、有識者会

議に対し意見を述べることができる。 
２ 必要に応じ前 1 項以外の長野県林務部職員が参加することができる。 
 
（事務局） 
第６条 事務局は、別表 3 のとおりとし、庶務は、長野県森林整備加速化・林業再生協議会路網

部会事務局が務める。 
 
（補 則） 
第７条  この要綱に定めるもののほか必要な事項は、座長が有識者会議に諮って定める。 
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（別表 1）                                   敬称略 

所  属 役   職 氏   名 備  考 

東京大学大学院農学生命科学研究科 教 授 酒 井  秀 夫 農学博士 

独立行政法人森林総合研究所水土保全研究領域 山 地 災 害

研 究 室 長
大 丸  裕 武 農学博士 

独立行政法人森林総合研究所林業工学研究領域 森林路網研究室 鈴 木 秀 典 農学博士 

信州大学農学部森林施業・経営学研究室 助 教 斉 藤 仁 志 農学博士 

長野県環境保全研究所自然環境部 自 然 資 源 班 長 富 樫  均 技術士 
（応用理学部門）

長野県林業総合センター 育 林 部 長 小 林 直 樹  

長野県林業総合センター 育 林 部

研 究 員
戸田 堅一郎  

長野県林業総合センター 指 導 部

林業専門技術員
高 橋 太 郎  

長野県森林整備加速化・林業再生協議会路網部会 部 会 長 轟  敏 喜 座長 

 
（別表 2）                                   敬称略 

所  属 役  職 氏  名 備  考 
林務部森林政策課 森林計画係長 小 林 聖 一  
林務部信州の木振興課 課長補佐林道係長 三 善 健 一  
林務部信州の木振興課 林道係担当係長 小 澤 岳 弘  
林務部信州の木振興課 経営普及係担当係長 竹 内 純 一  
林務部森林づくり推進課 造林緑化係担当係長 千 村  広 道  
林務部森林づくり推進課 治山係担当係長 丸 山 基 久  
 
 
（別表 3） 

所  属 役  職 氏  名 備  考 
（公社）長野県林業公社 企 画 幹 上 原 徹  
（一社）長野県林業普及協会 常 務 理 事 藤 巻 博 明  
（一社）長野県林業センター 常 務 理 事 北 島 邦 造 協議会事務局 
（一社）長野県林業コンサルタント協会 専 務 理 事 轟  敏 喜 路網部会長・座長 
（一社）長野県林業コンサルタント協会 調 査 研 究 課 長 松 澤  義 明 担当 
※長野県森林整備加速化・林業再生協議会路網部会事務局は、（一社）長野県林業コンサルタント協会が務める。 
※事務局住所：長野県長野市大字中御所字岡田 30-16 
      一般社団法人長野県林業コンサルタント協会内 

      TEL：026-228-7221 
FAX：026-228-7222 

 
 
 
                                             
注：路網部会設置当時の CS 図の呼称は、「微地形図」と称していた。 


